
公
園
内
に
設
置
し
た
木
材
構
造
物
（
木
橋
）

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

株
式
会
社
ザ
イ
工
ン
ス

製
造
本
部
製
造
支
援

は
じ
め
に

木
材
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
材
と
比

較
し
て
、
加
工
性
や
重
量
、
入
手
性
、

テ
ク
ス
チ
ャ

l
で
優
位
な
特
性
を
も
つ

こ
と
か
ら
、
有
史
時
代
か
ら
現
在
ま
で

使
わ
れ
て
い
る
稀
有
な
材
料
で
あ
る
。

さ
ら
に
昨
今
で
は
、
再
生
が
可
能
な

材
料
で
あ
る
こ
と
、
生
育
過
程
で
温
暖

化
ガ
ス
（

C
0
2
）
を
固
定
化
で
き
る

こ
と
か
ら
、
囲
内
で
も
平
成
二

二
年
に

「公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ

れ
、
木
材
利
用
の
促
進
・
拡
充
が
新
た

に
図
ら
れ
て
い
る
。

国
立
公
園
や
自
然
公
園
等
で
も
、
木

材
は
景
観
や
材
料
と
し
て
の
利
便
性
が

高
い
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
構
造
材
と

し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
残
念
な
が

ら
耐
久
設
計
や
維
持
管
理
の
配
慮
不
足

サ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

谷

川

充

に
よ
り
早
期
に
劣
化
が
発
生
、
適
切
な

処
置
が
行
わ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
、
結
果

と
し
て
撤
去
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

鋼
材
に
交
換
さ
れ
た
事
例
が
少
な
か
ら

ず
見
受
け
ら
れ
る
。

本
報
告
は
公
園
等
の
木
製
構
造
物
、

と
り
わ
け
維
持
管
理
が
利
用
者
の
事
故

に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
木
橋
に
つ
い
て
、

長
期
間
、
安
全
・
安
心
な
維
持
管
理
を

行
う
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
解
説
を
行

、っ。

木
材
の
劣
化
の
特
徴

屋
外
に
設
置
さ
れ
た
材
料
は
、

コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
鋼
材
、
木
材
等
に
関
わ
ら

ず
材
質
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
が
、
風

雨
や
日
光
（
紫
外
線
）
、
酸
素
、
火
山

性
ガ
ス
や
汚
染
物
質
等
に
よ
る
物
理
・

化
学
的
な
劣
化
の
影
響
を
受
け
る
。

木
材
は
こ
れ
ら
の
材
料
の
中
で
唯

一

の
生
物
材
料
（
生
態
系
の
三
き
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
物
理
・
化
学
的

な
劣
化
に
加
え
、
腐
朽
菌
や
シ
ロ
ア
リ

等
の
分
解
者
か
ら
生
物
劣
化
を
受
け
る

こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

木
材
を
屋
外
で
使
用
す
る
場
合
、
ま

ず
は
こ
れ
ら
の
生
物
劣
化
を
如
何
に
制

御
す
る
か
が
維
持
管
理
上
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
り
、
木
製
構
造
物
を
長
期
間
、
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
避
け
て
通
れ
な

い
要
件
で
あ
る
。

生
物
劣
化
の
発
生
条
件

あ御コ（い化をなこ すみ適彼生
りが 1皿酸がは外条れ逆る劣しら物木
、不度素、発せ件ら説。化たもは製
「 可 ~ ；－－－－＇ 「 生ばのの的主が条生、構
栄能は 」 空し、 ー 適に千進件物主造
養で制と気な劣つ切はとン行がでに物

表1 腐朽菌、シロアリの生育条件 すあ腐に
べる朽被
てこ菌害
揃ととを
つかシ発
たらロ生
場生アさ
合育リせ
のにでる

条件 内容

栄養としての木材
食物と して木材を摂取、分解・消化によ
りエネルギーを得る。

水分
木材含水率として30%～150%。
シロアリは若干低めでも可。

空気（酸素） 呼吸のための酸素が必要。

温度 0～50℃。シロアリは若干範囲が狭い。

と
し
て
の
木
材
」
と
「
水
」
の
状
況
を

把
握
（
点
検
）
し
、
制
御
す
る
（
処
置

を
行
う
）
こ
と
が
点
検
、
維
持
管
理
に

お
い
て
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

四
．
点
検
・
維
持
管
理
の
重
要
性

事なの架のきがし化内と気でら発ら 発部穴地柱
が補大替交ず担、が部き付あい見劣こ生等加覆等木
必修規え換、保強進でにし：り場し化れす、工等の橋
要工模等や桁で度行劣はた、所づをらる乾部の地で

の事燥、部際は
場例し高材部
所がに欄問、盤
は多 く にの桁婦
二五い発接と理
多 （場生触界材
く写 所し面板の
が真でた 話
外参劣割ボ床＃
観照化れル板設
か℃が内トと内
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下部構造の点検（レジストグラフ）柱下部の腐朽（目視検査）



と
な
っ
て
し
ま
う
事
例
が
多
い
。

生
物
劣
化
に
対
し
て
は
、
早
期
か
っ

定
期
的
な
点
検
と
補
修
の
実
施
、
す
な

わ
ち

「
現
状
の
劣
化
状
況
を
詳
し
く
知

る
」
＋
「
異
常
や
不
具
合
の
適
切
な
処

置
」
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

写合よ ♀て可あ と密
真がる日す専能り点な点
撮あ外常乙門な、検る検
影つ観点 堂も目方
をた点検 主の視法主 Jll貢
行場検は 竺かやにそ子で
い合を管 空ら歩は三専
、行理 イ丁、行さ 門
判そう者 う検感ま 性

で る業能なを検たは各て査専 依し業る断の。が も査等ざ
重維必者力評用方め特々，一機門精頼く者場に内異主 の機、ま 内
要持要をを価い法複性のイ丁器業密すはに合不容常に も器管な 容
な管が選有を複・数が機うを者点る点相は安をや目 ゑを理種 が
点理あ定す行合機のあ号が用が検。検談専が記不理 之用者類 高
は面るするう的器点るド、ぃ検は をも門あ録具 L 。いでが 度

五

具
体
的
な
点
検
手
法

点
検
は
日
常
点
検
、

密
点
検
に
分
け
ら
れ
、

点検の種類（標準）

種類 内容 実施間隔 実施者 記録

日常点検 目視、触診、揺診 日～月 管理者
異常、不具合を記録。異常の内容によ
り専門業者に相談、上位の点検を行う

定期点検
日常点検＋打音 ・刺診、

1～3年ごと
管理者or

定期点検報告書
（機器検査） 専門業者

精密点検
定期点検＋ 必要時or

専門業者 精密点検報告書
2種以上の機器検査 3～5年ごと

表2

定
期
点
検
、
精

日
常
点
検
↓
精

点検方法

検査の方法 点検器具、手段 検査項目
点検の種類

日常 定期 精密

目視 目
全体の形状、部材の変形、割れ、 。。。
腐朽、キノコ、カビ等

触診・ 揺診 触る、揺する、歩行
柔らかい部分、ガタツキ、揺れ、 。。。
歩行感異常、たわみ

打音 ・刺診
チェッ クハンマ一、

空洞音、内部の劣化、接合部の状態 ム 。。
マイナスドライパー

（機器検査）
木材の含水率（腐朽環境30%以上） ム 。

含水率（木材含水率計）

針打込み深さ（ピロテzィン） 表面から約30mmまでの劣化 ム

穿孔抵抗検査（レジストグラフ）
。
複数

応力波伝播速度（例・ ファコップ） 内部の劣化（機器により特性あり）
使用

超音波伝播速度（例． シルパテスト）

表3

過
去
の
点
検
記
録
と
図
面
等
の
資
料
を

合
わ
せ
て
保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、
次

回
以
降
の
点
検
の
計
画
・
実
施
時
の
参

考
資
料
と
な
る
他
、
異
常
や
不
具
合
の

内
容
や
処
置
が
経
年
的
に
確
認
で
き
る

等
、
点
検
作
業
全
般
の
効
率
化
や
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
も
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

___.r__.. 

ノ、

劣
化
部
の
処
置

点
検
で
明
ら
か
と
な
っ
た
劣
化
部
は

確
実
に
処
置
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
処

置
の
内
容
は
、
劣
化
部
の
除
去

（是
正

処
置
）
と
再
発
防
止

（予
防
処
置
）
が

基
本
と
な
る
。
具
体
的
な
方
法
を
次
に

示
し
た
。

①
劣
化
部
の
除
去
と
処
置

劣
化
部
の
除
去

（部
材
交
換
）
、
周

囲
に
塗
布
用
防
腐
・
防
蟻
剤
の
塗
布
を

行
う
。
部
材
を
交
換
す
る
場
合
は
防

腐
・
防
蟻
処
理
材
を
使
用
す
る
。

②
劣
化
再
発
の
防
止

劣
化
部
位
の
湿
気
対
策
を
行
う
。
水

抜
き
溝
や
穴
、
防
水
層
等
、
部
材
が
乾

燥
し
や
す
い
対
策
を
講
じ
る
。

七

最
後
に

木
材
を
用
い
た
屋
外
構
造
物
、
と
り

わ
け
木
橋
に
つ
い
て
は
、
景
観
に
加
え

て
長
期
の
構
造
安
定
性

（
利
用
者
の
安

全
）
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
な
要
素

と
な
る
。

以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
計
画
的
か

っ
適
切
な
点
検
・
処
置
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
木
橋
の
長
寿
命
化
、
維
持
管
理

業
務
の
簡
素
化
・
平
準
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
、
結
果
的
に
発
注
者
・
管
理

者
・
利
用
者
の
全
員
に
利
益
が
享
受
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、

本
稿
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

〈
参
考
資
料
〉

「自
然
公
園
等
施
設
技
術
指
針
」
環
境
省
自
然
環
境

局
（
平
成
二
五
年
七
月
）

「公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
指
針
（案
）」
国
土

交
通
省
都
市
局
（平
成
二
四
年
四
月
）

「木
橋
の
点
検
マ

ニ
ュ
ア
ル

第
二
版
」木
橋
技
術

協
会
（
平
成
一
二
年
六
月
）

谷
川
充
．
た
に
か
わ
み
つ
る

株
式
会
社
ザ
イ
エ
ン
ス
製
造
本
部
製
造
支
援

サ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

福
岡
県
生
ま
れ
。
農
学
博
士
。
木
橋
監
理
士
。

〈
会
社
概
要
〉

創
業
九

O
年
を
超
え
る
木
材

・
木
質
材
料
の

研
究
開
発
型
メ
ー
カ
ー
。

木
材
の
保
存
処
理
技
術
を
通
じ
て
住
宅
や
産

業
資
材
、
遊
具
・
木
橋
・
デ
ッ
キ
等
の
外
構

製
品
、
保
存
薬
剤
等
の
設
計
開
発
、
製
造
、

販
売
、
施
工
を
行
い
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ

る
生
活
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
。
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